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イシサンゴの種特異性および自己特異性に関する研究

概 要

本研究は､イシサンゴにおける自己一非自己認識､同種一異種認識の機構を明ら

かにすることを主な目的とした｡

ハナヤサイサンゴの幼群体間の接触反応について調べ､特に非適合癒合反応を示

すペアの境界部の組織を電子顕微鏡で観察し､非適合癒合から非癒合への移行の細

胞学的機構を調べることを試みた｡非適合癒合を示すペアは､境界部でのアポトー

シスによる細胞死と食色の結果､分離して非癒合へと移行するという可能性が示唆

された｡

また非適合癒合はハナヤサイサンゴの成群体間では起こらないことを示し､組紙

非適合性システムに発生学的な変化が起こることを示した｡非適合癒合反応は､幼

群体間のみに見られる反応であり､機能的な組織非適合性システムが発達していな

いために起こる反応であると考えられる｡遺伝的に異なる幼群体同士が接触したと

きに､相手を拒絶できずに癒合してしまうが､細胞レベルでは何らかの非適合反応

が起こっていると考えられる｡

非癒合ペアにおいては､遺伝的に異なる群体との境界面に何らかの物質を分泌し､

さらに骨格の壁を形成してて組織を隔てると考えられる｡しかし､接触部付近の皮

層には空胞や肥大した中腰などが観察され､非癒合ペアにおいても成長先端部では

組紙が接触するため､接触部で何らかの組織非適合反応が起こっていることが示唆

された｡この非適合反応が一方の成長速度を低下させるように働き､覆いかぷせ

(Overgrowth)の強弱の序列を決めている可能性が考えられる｡

異なる属に属するサンゴ間では､同属のサンゴ間より胃腔外消化による組織の損

傷の程度が高かった｡しかし､隔膜糸による胃腔外消化反応の有銀または強弱が､

接触実験に用いた2種のサンゴの系統的近縁度と関係するかについては､明確な緒

論は出せなかった｡隔膜糸による胃腔外消化の有無と刺胞射出反応の有無とは多く

の組み合わせで対応していた｡しかし胃腔外消化が起こるのに､刺胞射出の見られ

ない組み合わせも見られた｡このことは､刺胞射出反応と胃腔外消化反応とでは異

なるマーカーを認識している可能性を示唆する｡
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